































































































































































































































































































































































































































































































［小野 1932、野間 1974、沈 1975、鮫島 1987、四






































































































































































































































































































































































































































































































































































1 	 瓦葺き（金山奉行の役宅 ?）
2 	 松
3 	 小川
	 間
ま
歩
ぶ
へ向かう掘大工
5 	 鶴
つる
嘴
はし
6 	 籠（駄
だ
積
つ
）
7 	 床屋（前
ふ
★
き
屋
や
）
8 	 草葺き
9 	 竹
10	 柱（丸木）
11	 柵
12	 吹大工（金吹き）
13	 小袖
14	 帯
15	 畳
16	 鋏
17	 砂金
18	 鞴
ふいご
19	 握り
20	 吹き箸
	 炭火で砂金を溶かす
22	 坩
る
堝
つぼ
23	 茶碗
24	 灰かき棒
25	 炭の入った笊
ざる
a 	 其二
4
21
（第 86景）金山其二
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82 Ⅴ　苗代川と金山
9　金山（5）
1 	 櫨？
2 	 奉行所
3 	 草葺き
4 	 軒瓦
5 	 簞笥
6 	 与力？
7 	 算盤
8 	 勘定帳簿
9 	 筆
10	 書類収納箱
11	 筆箱
12	 柱（角材）
13	 縁側
14	 金山奉行
15	 羽織
16	 刀
かたな
架
かけ
17	 刀
18	 袴
19	 金
20	 天
てん
秤
びん
秤
ばかり
21	 山
やま
先
さき
役
やく
？
22	 香炉
23	 掛け軸
24	 畳
25	 山先役の走り使い？
26	 小袖
27	 踏み石
28	 裸足
29	 老婆
30	 食べ物
31	 盆（朱塗り）
32	 子供（男）
33	 前掛け
34	 草履
35	 子供（女）
36	 裸足
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（5）
　精製された金は金山奉行のもとで量と品位が確認
された。部分 1 はその様子を描いたものである。金
の計量が行われている草葺きの建物は奉行所であろ
う。奉行の前に置かれた金を天秤ばかりで量ってい
るのは金山経営の責任者である「山
やま
先
さき
役
やく
」と思われ
る。「山先役」の報告をうけて、金山奉行所の与力
とみられる役人らが算盤（上二つ玉、下五つ玉）を
はじき、帳簿付けをしている。踏み石に手をついて
かしこまっているのは明らかに身分の低い者で、「山
先役」の走り使いかと思われる。
　金を計量している場へ、老婆が何か食べ物を届け
ようとしている（部分 2）。老婆の身なりはそうみ
すぼらしくない。鉱山稼ぎの者で妻帯が許されたの
は「山先役」など限られた者のみであったから、そ
の家族かも知れない。朱塗りのお盆の上の食べ物は
それほど量のあるものではなく、しかも子供がせが
んでいる様子からすると、お茶うけ程度のものか。
白く見えるから饅頭の類かも知れない。鉱山では子
供の存在もめずらしいから、やはり「山先役」の家
族ということが考えられよう。 （上原兼善）
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